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富士山の角度がトライボロジーと関係し
ている？

Q:富士山の斜面の角度がトライボロジーと関係していると聞いたのですが，どう関係しますか？

A:富士山の山頂付近の斜面角度は約30°です．なぜこの角度がなぜ決まるかですが，ここにトライボロジー

が関係します．μ（摩擦係数）＝tanΘ でΘが30°のとき摩擦係数が0.58 になる．つまり山の土砂や岩石の

間の（内部）摩擦係数が0.58のとき，斜面の角度が30°になる．この角度のことを安息角という．

約３０°



安息角は材質によって異なる．下図のように，土や岩石，礫，砂などは25°～45°になる．つまり，山の角

度は構成される材質や水分によって異なる．



安息角は，土木建築で多く用いられる．ちなみに崖の近くに家を建てる際にはこの安息角を考える必要があ

る．安息角が30°以内および崖の高低差2倍以内は家を建てられない．崖の上に建てる場合は下段図のよう

に擁壁を作れば建てることができる．家を建てる際には参考にされたい．https://oku-k.co.jp/ansoku.html
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